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株主の皆様へ

The Heart of Industry
～常に最前線で産業を支え、

社会の発展と人々の幸福に寄与する～

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼
申し上げます。
　ここに当社第68期中間期（2022年４月１日から2022年９
月30日まで）における事業の概要をご報告申し上げます。
　日本経済は、景気は緩やかに持ち直しており、設備投資に
ついても持ち直しの動きがみられます。一方で、世界的な金
融引き締めによる海外景気の下振れリスクや、物価上昇、供
給面での制約など、企業収益に与える影響については依然と
して先行き不透明な状況が続いております。
　こうした状況のもと、企業価値向上に向けた取り組みとして、

「CS向上で勝つ」を基本方針にした活動を国内では従前より
展開、海外においては世界15ヵ国21社の関係会社と連携し
販売拡大を図るとともに、「イワキグループ10年ビジョン」
の定量目標「2025年３月期連結売上高400億円、営業利益
率10％」達成に向け、「オールイワキで世界No.１を提供す
る」の方針のもと、各種施策の実行に取り組んでまいりました。
　今後も広く社会に貢献してまいる所存でございますので、
株主の皆様におかれましては、引き続き一層のご理解・ご支
援を賜りますようにお願い申し上げます。
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代表取締役社長



　中国市場は、高い経済成長を経て、昨今は特に社会インフラの質の向上、環境改善に対するニーズが強まりつつあります。
その様な状況下において、イワキ香港（以下、IPH社）及びイワキ上海（以下、IPS社）を連結子会社化することで、一層
の事業拡大を図ることが出来ると判断し、今般、両社を連結子会社化いたしました。
　また、IPH社の株式取得により、同社の100％子会社である、イワキ広州及びイワキ広東並びに、イワキ広州の100％子
会社であるイワキ深圳が新たに当社のグループ連結の範囲に含まれます。

　新製品マグレブポンプMJシリーズ「MJ-100」は磁気軸受構造とマグネット駆動方式を
組み合わせた、独自の構造を持った渦巻きポンプです。

持分取得完了日 2022年9月30日

株式取得の理由

　（PAT.PEND.）磁気軸受によりインペラを完全に浮かせ、
どこにも接触しない状態で運転します。
　シール部品のないマグネット駆動方式のメリットに加え、
さらに接触、摺動する部品のないポンプになりました。
　一例として、当社主要市場の一つである表面処理装置市
場において、これまで短期間しか使用できなかった特殊
めっき液の循環用途等での活躍が期待されます。
　その他さまざまな用途で、安全にクリーンな運転が行え
る「MJ-100」の今後の活躍にご期待ください。

NEWS＆TOPICS
イワキ香港とイワキ上海を連結子会社化いたしました

新製品　マグレブポンプMJシリーズ「MJ-100」のご紹介

インペラ

磁気軸受UNIT

浮上した状態で回転し、
送液を行います。運転中
はどこにも接触しません。

コイルに電流を流すこ
とにより、強力な磁力
を発生させます。



　当社は、2050年カーボンニュートラルの実現に向け、また当社サステナビリティへの取り組みをより一層推進する
ため、中長期における温室効果ガス排出量削減目標を設定しましたので、お知らせいたします。
　温室効果ガス排出量の削減をはじめとしたサステナビリティ経営の推進により、持続可能な社会の実現への貢献と当
社の持続的な成長の両立を図ってまいります。

・Scope３ならびに当社グループ全体の排出量把握、削減目標の設定については、段階的に取り組みへの検討を進めてまいります。

詳しくはこちら

お問合せ先

温室効果ガス排出量削減目標設定のお知らせ

温室効果ガス削減目標

会社法改正により

今まで

これからはこれからは

議決権
行使書

株主総会
資料

アクセス
URL

通知書面

紙で確認

ウェブで確認

株主総会資料が
原則 されますウェブ化

● ● ● ●

議決権
行使書 株主総会

資料

・ウェブサイトへのアクセス方法等を記載した
  招集通知（以下、通知書面）をお送りします。
・株主総会資料の全文はウェブサイトにアクセス
  することで確認出来ます。
※議決権行使書は原則、今まで通りお送りします。

2023年3月以降の株主総会より

主な
変更点

開始
時期

● 株主総会資料とは、株主総会参考書類、事業報告、監査報告、
計算書類、連結計算書類を指します。

● 議決権を有する株主様を対象に通知書類をお送りします。
● 発行会社の意向により電子提供制度開始後も株主総会資料を

書面でお送りする場合があります。
● 本制度は投資法人も対象に含みます。
● 株主優待や配当金等は本制度の対象に含まれません。

区分 年 削減目標

Scope1+Scope2
2030年 2020年度（2021.3月期）比　50％削減

2050年 カーボンニュートラル

Scope1：自社での燃料の使用などによる直接排出
Scope2：他社から供給された電気などの使用に伴う間接排出
Scope3：Scope1、Scope2以外の間接排出
　　　　  （当社の活動に関連する他社の排出）

【参考】当社Scope１、２排出量推移（単位：t-CO2）

区分 2020年度
（2021.3月期）

2021年度
（2022.3月期）

Scope1 273 279

Scope2 2,002 1,805

合計 2,275 2,084

下流
Scope3

製品の使用 製品の廃棄

自社
Scope1 Scope2

燃料の燃焼 電気の使用

上流
Scope3

原材料

輸送・配送
通勤

例

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
電子提供制度専用ダイヤル
0120-696-505

（受付時間：土・日・祝日を除く平日9：00～17：00）
https://www.tr.mufg.jp/daikou/denshi.html



株式の状況

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

期末配当　毎年3月31日
中間配当　毎年9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日 毎年3月31日

公 告 方 法 電子公告
ただし、電子公告によることができない事故
その他やむを得ない事由が生じたときは、 
日本経済新聞に掲載します。
公告掲載の当社ホームページアドレス　
https://www.iwakipumps.co.jp/

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
電話 : 0120-232-711（通話料無料）
郵送先 :
〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

株主メモ

株　主　名 持　株　数 持株比率
株式会社藤中ホールディングス 2,700,000株 12.29％
藤中　　茂 1,786,538株 8.13％
藤中　留美 1,727,020株 7.86％
イ ワ キ 従 業 員 持 株 会 1,640,840株 7.46％
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,583,400株 7.20％
KBC BANK NV CLIENTS 
ACCOUNT NON TREATY 1,091,000株 4.96％

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 952,100株 4.33％
イ ワ キ 産 業 株 式 会 社 856,750株 3.90％
藤中　裕子 692,470株 3.15％
上條　照彦 450,000株 2.04％

（注） 1. 上記のほか当社所有の自己株式519,363株あります。
 2.    上記の所有株式数のうち信託業務に係る株式数は、日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口)653,400株および、株式会社日本カストディ銀行（信託口）
555,400株であります。

大株主（上位10名）

株式の状況（2022年9月30日現在）

①発行可能株式総数 81,000,000株

②発行済株式の総数 22,490,910株

③単元株式数 100株

④株　主　数 2,827名

その他の事業法人
3,684,050株
16.38％

自己株式・個人・その他
13,248,788株
58.91％

金融商品取引業者
503,217株
2.24％

金融機関
2,690,200株
11.96％

外国法人等
2,364,655株
10.51％

発行済
株式総数

22,490,910株
（100％）

その他の事業法人
28名
0.99％

自己株式・個人・その他
2,683名
94.90％

金融商品取引業者
26名
0.92％

金融機関
8名
0.29％

外国法人等
82名
2.90％

合計
株主数
2,827名
（100％）

所有者別株式数分布（2022年9月30日現在）

所有者別株主数分布（2022年9月30日現在）



見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（QUOカードPay500円）を進呈させていただきます

株主の皆様の声をお聞かせください

いいかぶ 検索検索

スマートフォンからも
アクセスできます

空メールにより
U R L 自動返信

●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です。

https ://www.e-kabunush i .com
アクセスコード　6237

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

※本アンケートは、株式会社 リンクコーポレイトコミュニケーションズの提供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
 （株式会社 リンクコーポレイトコミュニケーションズについての詳細　https://www.link-cc.co.jp）
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。

MAIL：info@e-kabunushi.com●アンケートのお問い合わせ 「e-株主リサーチ事務局」

（1809）

スマートフォンから
カメラ機能でQRコード読み取り→
QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

株主アンケート

会社情報
会社概要（2022年9月30日現在）

社 名 株式会社イワキ（英文名 IWAKI CO.,LTD.）
設 立 1956年（昭和31年）4月10日
所 在 地 本社

東京都千代田区神田須田町2-6-6　
ニッセイ神田須田町ビル
TEL.03-3254-2931（代表）
FAX.03-5295-8573

資 本 金 10億4,469万円
従業員数 1,025名（連結）

役　　員（2022年9月30日現在）

WEBサイトのご紹介
当社ホームページでは、詳細なIR情報や財務情報など、
株主・投資家様向けの情報はもちろんのこと、
当社をより理解していただくための様々な情報を掲載しております。
是非一度ご覧ください。

当社HP　QRコード

代表取締役社長 藤中　茂
専 務 取 締 役 打田秀樹
取締役（社外） 茅原敏広
取締役（社外） 小倉健一

常 勤 監 査 役 三宅一郎
常 勤 監 査 役 小島隆史
監査役（社外） 長澤正浩
監査役（社外） 細谷義徳

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

https://www.iwakipumps.co.jp/


